








1.目的 

 下部脳幹の聴覚伝導路が障害された幼児の聴性行動反応の傾向を明らかにすることを目

的とした。これまで,幼児レベルでは,下部脳幹の聴覚伝導路の障害を診断する良い方法は

なかったが,Auditory Brain Stem Response(ABR)が臨床に導入されるようになってから可

能となった。 

  乳幼児期の ABR で Wave I または Wave I,Ⅱしか出現しない 7症例について検討し報告す

る。いずれの症例も①Pendular type の先天性眼振②四肢の hypotonus,ただし成長してか

ら麻痺が出現する,③精神発達の遅れ,④いずれも男児である。このような共通した症状を

呈する小児の神経疾患の報告はないようである。 


